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モモのタネが出土した貯蔵穴（縄文時代後期前半）
???????
長さ26.02㎜（以下、桃核はすべて等倍）
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「しかたん」
縄文時代後期前半（約4,000年前）のモモのタネだよ！
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編 集後記
　発掘中モモのタネが出土すると、作業をしている
人々の手が止まります。「モモのタネじゃ」の一声で
緊張感のある現場が少し和みます。今も昔もモモに
は甘い果実や香りだけではない、不思議な魅力が
あるようです。　　　　　　　　　　　　 （南）
　東アジアの各地にはモモに関わる多くの説話が残されています。中国
では後漢の光武帝の生涯が描かれた『漢武故事』に、光武帝が不老
不死を司る仙女（西王母）からモモを受け取ったことが記載されています。
日本でも712年編纂の『古事記』に、伊邪那岐命が黄泉国から追い来
る悪霊に対して、モモの実を投げて追い払ったとあります。このようにモ
モには食用以外の性格があったようですが、日本列島ではモモはどのよ
うにして広まり、利用されていたのでしょうか？　
　津島岡大遺跡第６次調査では、縄文時代後期前半の貯蔵穴から多
数のドングリやタネが出土しています。その中にはモモのタネ（桃核）
が含まれていました。中四国では最古段階のもので、モモの利用が日本
列島でどのように広まっていったかを考える上で貴重な資料です。
　弥生時代後期になるとモモの出土数は飛躍的に増加します。鹿田遺
跡では井戸からの出土が顕著で、マツリとの関わりを示すものとして注目
されます。
　縄文時代から弥生時代にかけてのモモを取り巻く状況変化を、構内
遺跡出土品を手がかりとして探ってみましょう。　　　　  　（南 健太郎）
いざなぎのみこと
縄文のモモ、弥生のモモ
飛鳥時代の官営窯から鹿田遺跡に運ばれた須恵器
－土器の産地に迫る胎土分析－
　鹿田遺跡では７世紀前葉を前後する時期
に短期間営まれた集落が確認されています。
この時期の遺構は外来診療棟（第１次調査
地点）とその周辺に限られており、小規模な
集落であったといえます。しかし出土遺物の
中には当該期の鹿田遺跡の性格を考える上
で重要なものが含まれています。それは第１
次、第23次調査出土の須恵器です。須恵器
は生産地によって異なる胎土が使用されてい
ることから、胎土分析によってどこからもたら
されたものかを推定することができます。両
調査地点で出土した須恵器の中には灰白色
で焼きが非常によいものがあり、これらは胎
土分析の結果、岡山県瀬戸内市寒風古窯跡
群で生産されたものであることがわかりまし
た。さらに寒風産とされた第1次調査地点竪
穴住居26出土須恵器は小型の壺と蓋がセッ
トで出土しており、灰のかかり方から蓋を被
せた状態で焼かれて、そのまま鹿田遺跡にも
たらされたと考えられます。
　７～８世紀に寒風古窯跡群の所在する邑
久地域で焼かれた製品の中には、藤原京や
平城京に運ばれたものがあることが胎土分析
から指摘されています。また寒風古窯跡群
では鴟尾や硯、文字が刻字された須恵器、
陶馬といった当時の国府や官衙的な性格を有
した遺跡で出土する遺物が生産されていま
す。これらのことから官営的な生産が展開さ
れた窯であると考えられています。
　小規模で、限定された期間しか営まれな
かった鹿田集落ですが、寒風産須恵器の出
土は瀬戸内海と旭川という重要な交通・物資
運搬ルートに臨むという立地から、当時の社
会でも重要な位置を占めていたものと思われ
ます。
???????
※須恵器の胎土分析は岡山理科大学生物地球学部の白石純氏によるものです。
　中国では約7500年前の裴李崗文化において、す
でにモモの出土が確認されています。日本列島では
長崎県伊木力遺跡で出土した縄文時代前期（約
6000年前）のものが最古とされていますが、この時
期の資料はまだ十分ではありません。中期には東日
本で出土するようになり、後期には北部九州から東北
まで分布が広がっています。
　津島岡大遺跡第６次調査では縄文時代後期前半（約4000
年前）の貯蔵穴から２点の桃核が出土しています。本貯蔵穴
では底面で少量のドングリが確認されました。桃核はエビヅル
などとともに貯蔵穴の埋土から出土しています。
　弥生時代以降における井戸での桃核の出土は、モ
モの性格を考える上で重要です。井戸を埋める際に
は土器を供えたり、火を焚いたりするマツリが行われ
ます。そのようなマツリの過程でモモがどのような状態
で出土したのかをみることで、モモとマツリの結びつき
について考えてみましょう。
　鹿田遺跡で確認された弥生時代中期後半の井戸（第１次
調査井戸１）からは、マツリの執行過程におけるモモの利用
状況を具体的に知ることができます。まず底から50㎝程度上ま
でが粘土で埋められ、上面にベンガラが薄く敷かれます（埋
土①）。その上には雑草メロン、マクワウリなどが入れられた籠
が据えられます（埋土②）。この後粘土で全面が覆われ、中
央部に有機物が入れられます。この中から桃核が３点出土し
ました。この上は埋め戻しの際に赤色顔料が盛んに使用され
ており、炭と赤色顔料が混じる粗砂や汚れのない粘土で埋め
る行為が繰り返されます（埋土③）。井戸のマツリの場面が切
り替わる局面でモモが供えられたようです。
　この他にも井戸における特殊なモモの利用状況を示すもの
があります。弥生時代終末の井戸（第１次調査井戸13）では、
井戸の底に置かれた直径約40㎝もの大きな鉢の中から、少
量の赤色顔料とともにモモ・マクワウリ・クルミの果皮が出土し
ました。モモとマクワウリは鉢と蓋にされた甕を覆った粘土の
上からも出土しています。中期後半にはウリ科の雑草メロンや
マクワウリがまず供えられていましたが、本井戸ではモモがウリ
科とともに用いられるようになったことを示しています。井戸の
マツリにおけるモモの利用状況が変化していった様子を表し
ているかのようです。
　他地域では奈良県纒向遺跡でのモモの大量出土が注目さ
れます。纒向遺跡では2,076点もの桃核が、列島最大級の大
型建物の廃絶に関連する土坑から出土しています。この土坑
は鹿田遺跡第１次調査井戸13を前後する時期のものです。マ
ツリの内容は異なりますが、精神世界が表出する場所での顕
著なモモの使用という共通性は、両地域の儀礼的な面での
密接な関係を示しているのかもしれません。
　縄文時代のモモは出土遺跡が限られており、岡山
県内では後期の津島岡大遺跡（２点）と百間川沢田
遺跡（２点）で確認されている程度です。このような
状況が一変するのは弥生時代後期です。出土遺跡数
は20を超え、上東遺跡では9,606点、津島遺跡では
2,359点と大量の桃核が出土しています。縄文モモと
弥生モモはどのように異なっているのでしょうか。両者
の利用状況を比べてみましょう。
桃核の大きさ
　津島岡大遺跡の縄文モモは①長さ26.02㎜×幅19.24㎜（以
下、数値の表記は長さ×幅）、②19.06㎜×16.16㎜を測ります。
一方、鹿田遺跡の弥生モモの大きさの平均値は中期後半が
21.87㎜×18.72㎜、後期中葉が20.36㎜×16.81㎜、後期後
葉が27.89㎜×19.71㎜、後期末が22.23㎜×17.41㎜、古墳
時代初頭が21.20㎜×16.91㎜です。
　縄文モモの桃核の大きさは、弥生時代中期後半以降とあま
り差がないようです。
出土遺構
　縄文モモは津島岡大遺跡で貯蔵穴、百間川沢田遺跡で土
坑から出土しています。津島岡大遺跡では埋土からの出土で、
底面付近で確認される主要な保存食としてのドングリとは、様
相が異なります。またモモが出土した貯蔵穴は津島岡大遺跡
ではこの１基だけであり（縄文時代後期：60基）、メジャーな
品目ではなかったようです。一方、弥生時代中期後半から古
墳時代初頭をみると、鹿田遺跡では56点すべてが井戸からの
出土です。上東遺跡では波止場状遺構、津島遺跡では河道
から出土していますが、両遺構では生活に用いられた土器な
どの他に、儀礼的な色彩の強い遺物もみられます。
　縄文時代と弥生時代中期後半以降では、モモの利用目的
が異なっていたのでしょうか。
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　発掘中モモのタネが出土すると、作業をしている
人々の手が止まります。「モモのタネじゃ」の一声で
緊張感のある現場が少し和みます。今も昔もモモに
は甘い果実や香りだけではない、不思議な魅力が
あるようです。　　　　　　　　　　　　 （南）
　東アジアの各地にはモモに関わる多くの説話が残されています。中国
では後漢の光武帝の生涯が描かれた『漢武故事』に、光武帝が不老
不死を司る仙女（西王母）からモモを受け取ったことが記載されています。
日本でも712年編纂の『古事記』に、伊邪那岐命が黄泉国から追い来
る悪霊に対して、モモの実を投げて追い払ったとあります。このようにモ
モには食用以外の性格があったようですが、日本列島ではモモはどのよ
うにして広まり、利用されていたのでしょうか？　
　津島岡大遺跡第６次調査では、縄文時代後期前半の貯蔵穴から多
数のドングリやタネが出土しています。その中にはモモのタネ（桃核）
が含まれていました。中四国では最古段階のもので、モモの利用が日本
列島でどのように広まっていったかを考える上で貴重な資料です。
　弥生時代後期になるとモモの出土数は飛躍的に増加します。鹿田遺
跡では井戸からの出土が顕著で、マツリとの関わりを示すものとして注目
されます。
　縄文時代から弥生時代にかけてのモモを取り巻く状況変化を、構内
遺跡出土品を手がかりとして探ってみましょう。　　　　  　（南 健太郎）
いざなぎのみこと
縄文のモモ、弥生のモモ
飛鳥時代の官営窯から鹿田遺跡に運ばれた須恵器
－土器の産地に迫る胎土分析－
　鹿田遺跡では７世紀前葉を前後する時期
に短期間営まれた集落が確認されています。
この時期の遺構は外来診療棟（第１次調査
地点）とその周辺に限られており、小規模な
集落であったといえます。しかし出土遺物の
中には当該期の鹿田遺跡の性格を考える上
で重要なものが含まれています。それは第１
次、第23次調査出土の須恵器です。須恵器
は生産地によって異なる胎土が使用されてい
ることから、胎土分析によってどこからもたら
されたものかを推定することができます。両
調査地点で出土した須恵器の中には灰白色
で焼きが非常によいものがあり、これらは胎
土分析の結果、岡山県瀬戸内市寒風古窯跡
群で生産されたものであることがわかりまし
た。さらに寒風産とされた第1次調査地点竪
穴住居26出土須恵器は小型の壺と蓋がセッ
トで出土しており、灰のかかり方から蓋を被
せた状態で焼かれて、そのまま鹿田遺跡にも
たらされたと考えられます。
　７～８世紀に寒風古窯跡群の所在する邑
久地域で焼かれた製品の中には、藤原京や
平城京に運ばれたものがあることが胎土分析
から指摘されています。また寒風古窯跡群
では鴟尾や硯、文字が刻字された須恵器、
陶馬といった当時の国府や官衙的な性格を有
した遺跡で出土する遺物が生産されていま
す。これらのことから官営的な生産が展開さ
れた窯であると考えられています。
　小規模で、限定された期間しか営まれな
かった鹿田集落ですが、寒風産須恵器の出
土は瀬戸内海と旭川という重要な交通・物資
運搬ルートに臨むという立地から、当時の社
会でも重要な位置を占めていたものと思われ
ます。
???????
※須恵器の胎土分析は岡山理科大学生物地球学部の白石純氏によるものです。
